
平成２７年（２０１５年）２月１３日発行－５－　　（２４５号） 市 議 会 だ よ り

張
り
出
し
た
バ
リ
ケ
ー
ド
が

視
界
を
遮
る

下
水
道
管
路
施
設
更
新
計

下
水
道
管
路
施
設
更
新
計
画画

と
東
大
通
り
拡
幅
状

と
東
大
通
り
拡
幅
状
況況

中
山
克
己
（
自
民
党
小
金
井
）

　

虚
市
の
下
水
道
は
数
年
で
一
般
的

な
耐
用
年
数
の　

年
を
迎
え
、
計
画

５０

性
を
持
っ
た
管
路
施
設
の
更
新
が
必

要
と
考
え
る
。
市
の
方
針
と
計
画
は
。

　

環
境
部
長　

管
路
施
設
の
長
寿
命

化
を
図
り
、
計
画
的
、
効
率
的
な
改

築
更
新
が
必
要
。
平
成　

年
度
に
基

２７

本
計
画
を
策
定
し
、
以
後
、
管
き
ょ

の
調
査
、
設
計
、
施
工
を
計
画
的
に

繰
り
返
し
行
い
、
長
寿
命
化
を
図
る
。

費
用
が
か
か
ら
な
い
有
効
な
工
法
を

取
り
入
れ
、
事
業
費
の
平
準
化
も
図

る
。
下
水
道
施
設
の
長
寿
命
化
対
策

の
財
源
は
、
下
水
道
使
用
料
、
国
と

都
の
補
助
金
、
基
金
な
ど
で
考
え
た

い
が
、
起
債
を
抑
制
し
安
定
し
た
下

水
道
事
業
の
継
続
に
は
、
受
益
者
負

担
の
考
え
方
で
、
下
水
道
使
用
料
引

上
げ
も
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。 　

許
東
大
通
り（
都
市
計
画
道
路
３
・

４
・　

号
線
）
の
拡
幅
工
事
の
進
捗

１１

状
況
は
。

　

都
市
整
備
部
長　

用
地
取
得
の
進

捗
率
は　

％
。
今
年
度
は
地
蔵
通
り

６４

と
の
交
差
点
部
約　

ｍ
の
街
路
築
造

７８

と
電
線
地
中
化
の
工
事
に
着
手
し
て

い
る
。
今
後
は
用
地
取
得
も
含
め
、

事
業
認
可
期
間
の
平
成　

年
度
末
を

２９

目
指
し
て
事
業
を
進
め
て
い
く
。

■
そ
の
他
、「
生
活
保
護
適
用
後
の

調
査
と
指
導
」「
来
る
べ
き
人
口
減
少

社
会
に
向
け
た
市
の
方
針
と
取
組
」

に
つ
い
て
質
問
・
提
案
し
ま
し
た
。

東
京
都
に
よ
り
拡
幅
中
の

東
大
通
り

湯
沢
綾
子
（
自
民
党
小
金
井
）

　

東
小
金
井
駅
東
側
の「
の
の
み
ち
」

に
つ
い
て
、
契
オ
ー
プ
ン
後
、
未
整

備
の
（
仮
称
）
東
小
金
井
市
政
セ
ン

タ
ー
建
設
予
定
地
を
囲
む
バ
リ
ケ
ー

ド
が
道
路
ま
で
張
り
出
し
て
い
る
た

め
、
歩
道
が
分
断
さ
れ
る
上
に
駅
側

か
ら
「
の
の
み
ち
」
の
様
子
が
見
え

な
く
な
っ
て
い
る
。
早
急
な
対
策
を
。

形
現
状
、
向
か
い
側
は
区
画
整
理
用

地
の
フ
ェ
ン
ス
が
続
き
、
景
観
的
な

面
で
寂
し
い
感
じ
が
す
る
こ
と
が
否

め
な
い
。
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
を
作

る
機
会
を
逃
さ
ず
、
早
期
に
事
業
が

進
む
こ
と
を
市
民
も
望
ん
で
い
る
の

で
は
な
い
か
。
径
高
架
の
柱
で
は
地

域
の
名
所
や
逸
話
な
ど
が
紹
介
さ
れ

て
お
り
面
白
い
。
多
く
の
人
が
目
を

留
め
る
試
み
な
の
で
、
市
が
Ｐ
Ｒ
し

た
い
場
所
や
逸
話
の
掲
載
を
積
極
的

「
の
の
み
ち
」
を
分
断
す

「
の
の
み
ち
」
を
分
断
す
るる

バ
リ
ケ
ー
ド
の
移
設

バ
リ
ケ
ー
ド
の
移
設
をを

に
働
き
か
け
て
み
て
は
ど
う
か
。

　

都
市
整
備
部
長　

契
（
仮
称
）
東

小
金
井
市
政
セ
ン
タ
ー
の
工
事
開
始

ま
で
の
間
、
バ
リ
ケ
ー
ド
を
移
設
し
、

の
の
み
ち
が
つ
な
が
る
よ
う
整
備
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と

協
議
し
た
い
。
年
明
け
に
も
施
工
で

き
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
担
当
部
長　

形
こ
の

場
所
は
平
成　

年
以
降
に
工
事
を
予

２９

定
し
て
い
る
。
仮
換
地
指
定
後
は
速

や
か
に
土
地
を
有
効
活
用
し
て
い
た

だ
く
よ
う
所
有
者
に
お
願
い
す
る
。

　

市
民
部
長　

径
回
遊
性
向
上
の
た

め
に
も
機
会
を
捉
え
話
し
て
み
た
い
。

岸
田
正
義
（
市
議
会
民
主
党
）

　

虚
不
登
校
児
童
の
対
応
に
つ
い
て
、

契
担
任
以
外
の
相
談
体
制
は
。
形
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
相
談
体
制
の
情
報

が
な
く
、
案
内
す
べ
き
。
径
ど
こ
に

も
相
談
で
き
て
い
な
い
家
庭
に
届
け

る
支
援
が
必
要
で
は
。
恵
不
登
校
の

対
策
に
は
未
然
予
防
が
重
要
で
は
。

　

学
校
教
育
部
長　

契
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
や
教
育
相
談
所
で
対
応
。

形
早
急
に
研
究
し
て
取
り
組
む
。
径

学
校
の
取
組
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、

地
域
の
教
育
力
に
大
き
く
期
待
す
る
。

　

教
育
長　

恵
対
症
療
法
で
は
だ
め
。

未
然
予
防
は
大
切
な
キ
ー
ワ
ー
ド
。

　

許
不
登
校
の
未
然
予
防
に
は
、
学

校
や
地
域
の
最
小
単
位
で
あ
る
家
庭

へ
の
教
育
支
援
が
必
要
。
文
部
科
学

省
も
教
育
基
本
法
を
改
正
し
て
家
庭

教
育
の
重
要
性
を
位
置
付
け
、
財
政

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
活

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
活
用用

で
不
登
校
未
然
予
防

で
不
登
校
未
然
予
防
をを

措
置
も
し
て
い
る
。
待
つ
支
援
か
ら

届
け
る
支
援
の
た
め
に
保
護
者
へ
寄

り
添
い
、
情
報
を
伝
え
て
家
庭
と
地

域
や
学
校
を
つ
な
げ
る
「
家
庭
教
育

支
援
チ
ー
ム
」
の
活
用
を
。
契
不
登

校
児
童
へ
の
対
応

に
つ
い
て
果
た
す

役
割
は
大
き
い
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

形
情
報
が
届
か
ず

苦
し
む
家
庭
を
な

く
す
た
め
に
も
取

り
組
む
べ
き
。

　

生
涯
学
習
部
長

　

契
不
登
校
の
課

題
に
果
た
す
役
割
も
あ
る
と
思
う
。

　

市
長　

形
経
験
豊
富
な
方
々
が
家

庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
を
結
成
し
援
助

を
し
て
い
く
こ
と
は
必
要
。
対
応
で

き
る
も
の
は
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

子どもたちが安心して登校で
きるために

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

契
貫
井
前
原
循
環
の
朝
の
時
間
帯

の
運
行
実
現
に
向
け
た
検
討
状
況
と

課
題
整
理
を
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。
形
野
川
・
七
軒
家
循
環

は
、
コ
コ
バ
ス
に
乗
れ
な
い
「
乗
り

残
し
」
が
発
生
し
て
い
る
。
し
か
も

高
齢
者
の
利
用
が
多
い
の
が
特
徴
で

あ
る
。
増
便
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
示
す
べ
き
。

　

交
通
対
策
課
長　

契
現
在
の
路
線

で
は
、
一
部
の
区
間
で
交
通
規
制
が

か
か
っ
て
い
る
こ
と
や
道
路
幅
員
が

狭
い
場
所
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
通
学

時
間
帯
に
運
行
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
を
通
ら
ず
に
迂
回

す
る
ル
ー
ト
と
し
て
、
小
金
井
警
察

署
経
由
で
新
小
金
井
街
道
を
南
下
す

る
ル
ー
ト
を
採
用
す
る
こ
と
で
運
行

事
業
者
等
に
確
認
し
て
い
る
が
、
難

「
貫
井
前
原
」「
七
軒
家

「
貫
井
前
原
」「
七
軒
家
」」

コ
コ
バ
ス
の
充
実

コ
コ
バ
ス
の
充
実
をを

し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
引
き
続

き
、
運
行
事
業
者
等
と
協
議
を
進
め

て
い
き
た
い
。
形
車
両
を
１
台
増
車

す
る
と
な
る
と
、
現
在
の
運
行
補
助

額
に
さ
ら
に
１
千
万
円
程
度
の
費
用

が
必
要
と
な
る
。
改
善
策
が
見
い
だ

せ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

市
長　

形
満
員
で
運
行
し
て
も
採

算
が
合
わ
な
い
の
は
初
め
か
ら
分
か

っ
て
い
る
。
福
祉
の
要
素
も
含
め
、

高
齢
者
・
障
が
い
の
あ
る
方
々
の
た

め
に
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
運
行
し

て
い
る
。
最
低
限
の
保
障
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

虚
認
知
症
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

質
問
す
る
。
契
早
期
発
見
早
期
治
療

対
策
に
つ
い
て
、
軽
度
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
が
地
域
支
援
事
業
に
移
行
さ
れ

る
こ
と
に
よ
る
影
響
を
ど
う
考
え
る

の
か
。
形
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど

支
援
に
結
び
つ
き
に
く
い
人
た
ち
へ

の
支
援
の
強
化
が
必
要
で
は
な
い
か
。

径
成
年
後
見
人
制
度
の
充
実
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、
現
状
を
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。
恵
地
域
で
生
活
を
支

え
支
援
し
て
い
く
た
め
に
市
民
後
見

人
制
度
が
重
要
で
あ
る
。
制
度
の
立

ち
上
げ
と
充
実
を
行
わ
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
ご
自
身
や
周

囲
の
方
の
気
づ
き
が
大
事
で
あ
る
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
で
の
サ

ー
ビ
ス
の
中
で
発
見
・
対
応
し
て
い

く
。
形
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

認
知
症
対
策
と
市
民
成

認
知
症
対
策
と
市
民
成
年年

後
見
人
制
度
の
拡
充

後
見
人
制
度
の
拡
充
をを

職
員
が
中
心
と
な
っ
て
適
切
な
医
療

支
援
に
つ
な
げ
る
よ
う
に
し
た
い
。

径
今
後
さ
ら
に
需
要
が
増
え
て
い
く

と
考
え
ら
れ
、
受
皿
が
不
足
す
る
現

状
も
あ
る
。

　

地
域
福
祉
課
長　

恵
市
民
後
見
人

の
重
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
養
成

事
業
を
早
期
に
開
始
す
る
た
め
に
準

備
を
行
っ
て
い
る
。

　

許
梶
野
築
樋
は
市
の
歴
史
的
遺
構

で
あ
り
、
案
内
板
を
整
備
す
る
な
ど

Ｐ
Ｒ
を
強
化
す
る
こ
と
や
、
文
化
財

指
定
も
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

生
涯
学
習
部
長　

現
在
あ
る
案
内

板
の
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
す
る
。

遠
藤
百
合
子
（
自
民
党
小
金
井
）

　

都
道
の
順
調
な
整
備
が
望
ま
れ
て

い
る
。
平
成　

年
２
月
か
ら　

年
間

１７

１０

に
お
け
る
、「
第
２
次
交
差
点
す
い

す
い
プ
ラ
ン
」
の
現
状
を
踏
ま
え
、

平
成　

年
度
か
ら
向
こ
う　

年
間
の

２７

１０

推
進
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
き
ち
ん
と

東
京
都
と
連
動
し
た
動
き
を
と
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
契
小
金
井
市
内
の

都
道
に
お
け
る
今
後
の
進
め
方
は
。

形
交
差
点
す
い
す
い
プ
ラ
ン
の
市
内

の
動
向
は
。

　

都
市
整
備
部
長　

契
東
大
通
り
で

は
、
交
差
点
の
街
路
築
造
工
事
と
、

電
線
類
地
中
化
の
た
め
の
設
置
工
事

に
着
手
し
て
い
る
。
小
金
井
街
道
で

は
、
武
蔵
小
金
井
駅
北
口
の
東
側
に

あ
る
、
狭
あ
い
な
歩
道
箇
所
の
用
地

取
得
に
伴
う
調
整
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
中
央
線
高
架
南
側
か
ら
前
原

都
道
整
備
の
順
調
な
進
捗

都
道
整
備
の
順
調
な
進
捗
をを

坂
上
交
差
点
ま
で
は
、
用
地
取
得
が

約　

％
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
街

９６
路
築
造
工
事
を
進
め
て
い
く
。
連
雀

通
り
で
は
、
東
京
都
と
委
託
協
定
を

締
結
し
、
用
地
取
得
と
街
路
築
造
工

事
を
２
か
所
で
行
っ
て
い
る
。
形
交

差
点
す
い
す
い
プ
ラ
ン
は
、
東
京
都

の
事
業
と
し
て
右
折
車
線
等
の
渋
滞

対
策
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
現
在

ま
で
に
市
内
で
事
業
完
了
し
て
い
る

の
は
、
小
金
井
市
保
健
セ
ン
タ
ー
前

交
差
点
、
貫
井
北
町
一
丁
目
交
差
点
、

前
原
坂
上
交
差
点
、
前
原
坂
下
交
差

点
の
４
か
所
で
あ
り
、
ほ
か
２
か
所

に
つ
い
て
は
完
了
し
て
い
な
い
。


